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【はじめに】キセノン化合物の合成が報告がされて以来[1]、希ガスを含む化合物の結
合性が議論されてきた。希ガスとの結合性を⽰す原⼦団には通常ハロゲンが含まれて
おり、ネオンでは、フッ素が結合した化合物のみ報告されている[2]。本研究では、固
体ネオン中にビスマス⼆量体 Bi2 を捕捉し[3, 4]、可視光照射によって観測される発光
スペクトルの解析を進めた結果、Bi2 の振電バンドに付随する系統的な信号を確認し
た。発光スペクトルにあらわれる微細構造は、Bi2 とネオンの相互作⽤に由来すると
考えられる。 
 
【実験】ビスマスを⼊れたルツボを 10-5 Pa の真空槽内で約 1000 K まで昇温し、ビス
マス蒸気を⽣成した。発⽣したビスマス蒸気に含まれる成分に由来する Bi+と Bi2+の
信号を四重極質量分析器を⽤いて確認し、3 K のサファイア基板上に過剰のネオンガ
スとともに凝縮させ、マトリックス試料とした。試料に 540.0 nm から 565.6 nm ま
での可視光を 0.1 nm ずつ波⻑を変えながら照射し、それぞれの発光スペクトルを分
光器(分解能 0.1 nm)と CCD アレイを⽤いて検出した。 
 
【発光スペクトル】 
図 1 は励起波⻑を 562.1 nm から 560.0 nm まで変
化させて測定した発光スペクトルである。Bi2 由来
の振動プログレッションを観測し、⽂献[3, 4]を参
考に振動量⼦数の帰属を⾏った。本実験での Bi2 の
基底状態 X と励起状態 A の調和振動数we はそれ
ぞれ 174.2 cm-1、137 cm-1 であり、⽂献値とよい⼀
致を⽰した[3, 4]。はっきりと⽬⽴つゼロフォノン
ライン(ZPL)による⼀連のピークに加えて、今回
新たに、励起波⻑とともに発光波⻑もシフトする
弱い共鳴が各振電バンドに付随してあらわれるの
を観測した。 



【PL マップ】 
振動バンドに付随するサテラ
イトの規則性を確認するた
め、縦軸に励起エネルギー、
横軸に発光エネルギーをと
り、Photoluminescence (PL)
マップを作成した(図 2)。⾚
は発光強度が⾼く、⻘は発光
強度が低い。Bi2 由来の ZPL
は⾚い点で⽰されており、振
動数がほぼ等間隔であらわれ
る。⼀⽅、サテライトバンド
は励起エネルギーの増加とと
もに発光エネルギーも増加し
ていることがわかる（図 3 に
拡⼤図）。サテライトピーク
は励起エネルギーと発光エネ
ルギーともに約 10 cm-1 の間
隔であらわれる。以上の観測
結果は、図４のようなエネル
ギーダイアグラムで説明でき
る。Bi2 とネオンとの相互作
⽤によって新たな振動準位が
⽣じることを、分⼦軌道計算
によって検討したので報告す
る。 
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